














貴 戸 禎 治
酸化物超伝導体が超伝導 を引 き起 こすための Cooper対形成 の仲介 に何が関与す る
かについて､ 様々なモデルが提案 されてい る｡
我 々は･Bi2Sr2CaCu208(Bi2212)-GaAs のポイ ン トコンタク ト法による トンネ
ル効果の測定Iか ら nultiphononによる Cooper対形成 モデルを捉奏 したo
我 々は､ トンネル効果の測定を GaAsポイ ン ト型 ､ sno2蒸着型､siO蒸着型の 3
通 りの方法で行 ってお り､ その うち､主に SiO蒸着型を担当 した0
まず､ GaAsポイン ト型の conductance の温度変化 について報告するO この トンネ
ルのデー~タか ら､Tc=85K､ 2A(0)=52meV､ 2A (0)/kBTc=7･1とわか りギ ャ ッ
プの温度依存性 は､ BCS･的であ る｡ また､ ギ ャップよ り上に現 れる phononによる構
造 は､Tc 以上で消失す るo そのため､ この phononは超伝導 に関与す るphononで あ
ることが いえ る｡
次 に､ SiO蒸着型の トンネル効果 について報告す る｡ 試料 は､GaAs型 に使われた
Bi2212単結晶 と同様 に作 られたものであ る｡ 実験方法 は､単結晶上 に SiO､Auの
順 に蒸着 し､ トンネル接合を作製 し､ C軸方向 に電流を流 し測定 を行 った｡結 果は､ 接
合以外の接触抵抗 (一致Q)が無視で きる接合抵抗 2650の もので､ 2△(7.7)=40neV
であ ったo この試料のTc は不 明であるが､ 77Xでギャップが消失す るため､
2△(0)/kBTc〉5･8 であるといえるO また･phononによる構造 については､ 何 かあ
あるとい うことは判 るが､ はっきりとしたデータはまだ とれていない.
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